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 CLINICAL STATICTICS ON PATIENTS, OPERATIONS AND MAIN 
    UROLOGICAL EXAMINATIONS IN THE DEPARTMENT OF 
           UROLOGY, KYOTO UNIVERSITY, 1963 
   Tsutomu INADA, Hiromi NIHIRA, Jisaburo SAKATOKU, Tadao  TOMOYOSHI, 
    Haruya HONGO, Kazuyoshi  EBISUTA, Taichi KITAYAMA, Kenji  SAWANISH1, 
    Masuji  KuzE, Yoichi TAKAHASHI, Takashi NAKAGAWA, OsamuYOSHIDA, 
         Tadao  KIRIYAMA, Takaomi SOUMA, Eisuke HIROKAWA,  MASUD 
            MATSUO, Jyuichi KAWAMURA, Yosuke KOMATSU, Sachio 
               SHIMIZU, Hidenori  TAKAYAMA, Takuo FUKUYAMA
                         and Mieko MIYAGAWA 
         From the Department of Urology, Facultyof Medicine, Kyoto University 
                         (Director : Prof. T. Inada, M. D.) 
   The following tables show statictics on the patients, diseases, operations and main urological 
examinations in our department during the period of January to December, 1963.
1緒 言
昭和38年(1963年)の京大泌尿器科教 室にお
ける臨床統 計を行 なつた ので表示 した.形 式は
比較 を容 易にす るため前 年 のそれ を踏 襲 した.
尚,数 字 は,疾 患 では例数 を,手 術,検 査につ
い てはその回数 を示 し,患 者数 ではない.










新 患 中 腎 結核 と確 診 した もの は48例で,前 年(67例)
の72%弱 で,近 年減 少 の 一 途 を 辿 つ てい る.
2)尿 石 症(Table3)
前 年 に 比ぺ,さ 程 著 しい 変動 は な い が,尿 管 結石,
計(新 患)で 若 干減 少 して い る.
3)尿 性 器腫 瘍(Table4)


















































































































































































































































































































































































































































































稲 田他一 昭和38(1963)年度 京 大 泌 尿 器 科 の 臨 床統 計939
以 上 外 総 者 に つ い て 疾 騨 別 に麟 した カ・,そ のT・bl・12.U・ ・9・ni・、1A。。m、1i。,(1。p。ti,nt,).
中,結 核,結 石,腫 瘍及び奇形の新患を,前年に比べ





皿 入 院 患 者(Table9～ユ3)
入院患者数(外 来からの入院率12%)は,前年に比
し,4名 の増加に過ぎないが,疾 患例数は多 くの群で
増加が目立ち,結 石,腫 瘍,結 核とい う順位は変つて



















































































































































































































































































































































































前 年 に 比 べ る と,膀 胱 鏡 検 査(1,443回→1,019回),
R.P.(β12回→452回),尿道 撮 影,膀 胱 撮 影 な ど何 れ
も減 少 し てい る 中で,IP(1.591回→1,813回),精嚢
腺 撮 影(51回 →113回)で 増 加 して い る.リ ソ パ管 撮
影 が}審じめ て 表 示 され た.
VI結 語
昭和38年(1963年)の京大泌尿器科の臨床統
計を行つた.前 年に 比較 して 次のことが いえ
る.
1)外 来 については,総 数は 増加 して い る
が,主 要疾患 といわれ る結核,結 石,腫 瘍及 び
奇形 では不変乃至 減少を示 し,反 面,男 性 不妊
をはじめ男性性 器疾患の増 加が著 しい.
2)上 記主要疾患の外来 におけ る減少に拘 ら
ず,そ の入院患者 の例数は増 加 してい る.併 し
乍 ら,majoroperationはむ しろ減少を示す.
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